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「
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
提
出
質
問
第
四
六
号
）
に
お
い
て
、

我
が
国
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
つ
い
て
の
政
府
の
姿
勢
を
質
し
た
が
、
政
府
の
答
弁
は
、
鉄
道
が
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
と
の
言
及
は
あ
っ
た
も
の
の
、
今
後
は
、
沿
線
自
治
体
と
の
官
民
連
携
を
通
じ
た
再
構
築
の

取
組
が
急
務
と
し
、
そ
の
よ
う
な
再
構
築
に
取
り
組
む
自
治
体
を
予
算
面
で
支
援
す
る
旨
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
国
の
鉄
道
維

持
の
責
任
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。 

一 

今
後
、
経
営
が
厳
し
い
鉄
道
の
維
持
は
、
沿
線
自
治
体
と
の
官
民
連
携
を
通
じ
た
再
構
築
が
基
本
と
な
り
、
国
の
役
割

は
、
鉄
道
事
業
社
と
連
携
す
る
自
治
体
を
予
算
等
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
と
な
る
と
の
認
識
で
間
違
い
な

い
か
。 

二 

政
府
答
弁
に
あ
る
よ
う
に
、
鉄
道
が
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
鉄
道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
つ
い
て
国
は
一
定
の
責
任
を
負
う
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

三 

少
な
く
と
も
、
我
が
国
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
路
線
（
例
え
ば
、

令
和
四
年
七
月
の
「
鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
」
の
提
言
で
、
再
構



 

２ 

 

築
協
議
会
の
対
象
と
し
な
い
と
し
て
例
示
さ
れ
た
、
特
急
列
車
等
の
優
等
列
車
が
走
行
し
相
当
程
度
の
利
用
の
あ
る
線
区
、

全
国
一
元
的
な
貨
物
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
線
区
、
災
害
時
や
有
事
に
貨
物
列

車
が
走
行
す
る
蓋
然
性
が
高
い
線
区
、
等
）
に
つ
い
て
は
、
公
共
的
な
側
面
か
ら
も
、
維
持
に
つ
い
て
は
国
が
関
与
し
て
い

く
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


